歴史地震研究会2015年度　第7回幹事会議事録
日時：2016年8月10日（水）17：00～19：00
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林能成、内田篤貴、岡村健太郎、林豊、石辺岳男（以上、幹事）、諸井孝文（以上、監査役）
欠席：北原糸子（監査役）
１． 行事委員会
1) 参加者確定および支払い状況
　参加状況：欠席者が１名、追加参加希望者２名でている。その結果、参加者５１名、講演２３件、巡検３４＋１名となっている。
　払い込み状況：１５名未納、２名不足金額あり。未払い者へ督促メールを書く（小松原）。
　バスは往路中型、巡検および復路が大型で確保。席はまだ余裕あり。
2) 行事準備状況
　ワークショップの参加者を確定する。＞参加者名簿を元に最終確認する。（岡村）
　大槌町民を集めるためのチラシを3000枚印刷して配布する。チラシは町の広報と一緒に配ることを手配済み。（岡村）
　WSのコーディネーターが追加で３名必要。歴史地震研究会幹事（林能成、林豊、石辺）に依頼する。
　会場費はその場で現金で払う必要がある。虎舞はこちらで領収書を準備しサインをもらう準備をする。（小松原）
　WS講師の謝礼。交通費＋謝金とする。領収書の形式などを先方に確認する。（岡村）
　アルバイトは昨年と同じく１人１日１万円とする。
　１２日の弁当は３８個で確定した。
巡検の日の昼食は全員蒸しウニ丼とする。食べられない人への対応として、全員に「蒸しウニ丼」である旨を事前に伝えて、希望者にのみ別メニューを手配する。（松浦）
小学校への巡検謝礼はお菓子を用意する。（岡村）
往路新花巻空港への飛行機利用者を確認する。（松浦）
巡検でまわる箇所は工事を行っているため巡検者用マスクを用意する。（岡村）
巡検の出発時間は8:30または9:00の両案でバス会社と打ち合わせ中。確定次第、研究会のWebで周知。（岡村）
予稿集は80部印刷する。手配は小松原が行う。
ホテル代は金額、振込先を小松原が「はまぎく」に問い合わせる。バス代は金額、振込先を岡村がバス会社に問い合わせる。各、金額・振込先を内田に伝え、事前に振り込むことで多額の現金を持ち歩くことを避ける。
それ以外の弁当代などは現地で清算する。
3) 2017年大会
2017年9月15日（金）、16日（土）で確定し会議室の予約を終えた。
17日（日）に巡検をやる方向。行事委員会で検討している。
２．2016年総会の準備
　2015年の第32回総会の資料をもとに総会資料案を作成した。決算報告のファイルを内田が８月末で作成し、次回幹事会前に監査も終えて資料を確定する。資料は次回幹事会で確定し、内田が印刷して現地へ持ち込むことにする。
３．総会についての規約改正について
　今後、地方開催時に総会が成立しない可能性がある。来年度、つくば大会は出席者が多くなる見込みなので、つくば大会で総会の委任状についての規約改正をはかることにする。
４．編集出版委員会関係
１）３１号（冊子版）発行
　5/31　発行、6月上旬　印刷所より順次送付、著者へのPDF原稿を送った。
２）３２号の原稿募集
　既に原稿募集をはじめた。本号から2016年4月22日改訂の編集規定が適用される。
３）３１号のオンライン版の発行について
　以下のような体制で公開することにした。
・冊子版と同じ暦年中に公開する。
・著者に配布する高解像度PDFと同じものを公開する。
・編集制限のパスワードをかける。
５．広報委員会関係
ホームページの情報更新を行った。
大会のお知らせを関連学会に広報し、会の開催を広く周知した。
６．入退会者の承認
　３名（鎮目宰司氏、岩田克一氏、直井泰男氏）から入会、６名から退会届けがあった旨の報告があり承認した。入会申請書に不備がある方がいたので加筆修正を依頼する。その結果、現在の会員数は307名となった。
７．その他

懇親会、総会の司会や議長などの案を次回までに決めてくる。（小松原）
６．次回幹事会の日程
2016年9月9日（金）、17時から振興会会議室
